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日常生活の指導学習指導案
知的障害特別支援学級（はばたき学級）

７人（1年男子１人，４年男子２人，４年女子２人，５年女子１人，６年男子１人）

指導者　　藤　原　志穂美　

１　題　材　名　　朝の会〜できた！おしえてあげるね〜
２　題材の目標

○　個人のめあて（「今日頑張ること」）を意識して，意欲的に活動することができる。

○　友達に教えたり，友達と助け合ったりして，活動する楽しさや喜びを味わうことができる。

○　自分や友達の頑張りや一緒に活動するよさに気付いたり，互いを認め合ったりすることができる。

３　題材について
　⑴　題材設定の理由

　本学級では，毎日１校時に「日常生活の指導」の時間を設定し，「朝の会」を位置付けている。

朝の会では，衣服の脱衣，洗顔，手洗い，食事，清潔などの基本的生活習慣の内容や挨拶や言葉遣い，

礼儀作法，時間やきまりを守ることなど，集団で生活をする上で必要な内容について繰り返し活動

することで身に付けることができるようにしてきた。このような活動に取り組むことで全員が「朝

の会」の見通しをもって楽しく活動に参加できるようになり，一日のスケジュールを把握するとと

もに，期待感をもって，その日の学校生活を過ごすことができるようになってきた。今年度は，新

1年生が入級したことにより，上学年の子どもたちにはこれまで以上に自分ができることを教えよ

うとする意欲が高まり，自分から関わっていこうとする姿が見られるようになってきている。しか

し，教え方が分からずに戸惑ったり，自分のすべきことがおろそかになってしまったり，相手や周

りを考えられずに発言したり，行動したりするところが見られる。

　そこで，本題材では，個人のめあてをもって活動することで，意欲をもち，自分のこととして活

動に取り組むことができるようにする。そして，友達と教え合ったり，助け合ったりしながら活動

を進めていくことで，友達と一緒に活動する楽しさや喜びを分かち合うことができるようにする。

さらに，振り返る活動を通して，自分の変容に気付いたり，友達と互いの良さや頑張りを認め合っ

たりすることで，自分ができるようになったことを実感し，自己肯定感を高め，次の活動へ自信を

もって取り組むことができるように，「朝の会」の内容の見直しを行った。

指導に当たっては，まず，各活動に合わせて，子どもに力を付けてほしいポイントが書いてある「の

びるカード」（自己評価カード）を活用することで，「朝の会」での個人のめあて ( 一人で「今日頑

張ること」) を決めることができるようにする。また，個人のめあて ( みんなで「今日頑張ること」)

については，「教える」，「助け合う」のどちらかを選択することによって決めることができるよう

にする。この二つの個人のめあてを，黒板に明示することで，常に自分のめあてを意識し，達成す

るためにはどうしたらよいか考え，再確認したり，互いのめあてを意識し合ったりして活動するこ

とができるようにする。次に，当番活動やハッピータイムを通して，友達と関わり合いながら，友

達に教えたり，互いに助け合ったりする時間を設定する。当番活動では，「手と手カード」を活用

することで，子どもたち同士の話し合いを基に，活動する人数や活動内容を決めることができるよ

うにする。また，活動の順序やその活動ができたかチェックできる「手と手ブック」を活用するこ

とで，それぞれの活動のゴールを明確にし，友達と一緒に見通しをもって，活動できるようにする。

ハッピータイムでは，「見る」，「書く」，「描く」，「音楽」，「数に関する活動」などのこれまで継続

して行ってきた活動に加え，季節や行事に関連したものを取り入れた共通の課題を設定することで，

個々のもっている力や個性をのびのびと発揮できるようにし，子ども同士が主体的に関わり合いを

もちながら学ぶことができるようにするとともに，生活や行事に生かすことができるようにする。

さらに，振り返る活動では，「のびるカード」( 自己評価カード ) や「ありがとうカード」を活用す

ることで，自分のことや友達のことを考え，自分の頑張りや友達のよさに気付き，認め合うことが

できるようにする。これらは毎日記録することで，次の活動や翌日の「朝の会」への意欲につなげ

ることができるようにする。

　このように，「朝の会」の指導を通して，一人一人の意思や気持ちを大切にしながら，集団で共

通の活動をしていくことで，自分の役割を果たし，協力して活動できる素地を身に付け，日常生活

で生かされていくと考える。また，友達に教えたり，互いに助け合ったりすることで，できること

への自信を深めると共に，相手のことを考えて行動することや他者に対して思いやりのある伝え方

ができるようにしていく。友達とコミュニケーションを図りながらやり遂げていく経験を積み重ね

ていくことで，周りにいる人を大切にして生きていくことにつながると考える。
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　⑵　子どもの実態

児
童
名

題材に関する実態

意思の主張 人との関わり 本単元に関する教育的ニーズ

Ａ

児

・　自分の意思が強く，自分が
興味のないことに対してなか
なか行動に移すことが難しい。
だが , 教師や友達と一緒に活動
することで楽しく活動するこ
とができる。

・　人なつっこく，誰とでも仲
良く関わることができる。

・　言葉がはっきりしないため，
言いたいことが相手に伝わり
にくいことが多いが，一生懸
命に伝えようとする。

・　自分のことは自分でできる
ようになること。

・　友達と一緒に楽しく活動し
ようとすることができるよう
になること。

・　自分の気持ちを相手に伝える
ことができるようになること。

Ｂ

児

・　自分の考えややるべきこと
を言葉掛けすることで，相手
の意見に流されずに行動する
ことができる。

・　自分のこうしたいという思
いや気持ちを言葉にして伝え
ることが難しいので，落ち着
いて話すように心掛けている。

・　下学年に対して，面倒見が
よく，とても優しく接するこ
とができる。

・　相手の気持ちを考えたり，
周りの状況をよく見たりして，
行動することができるように
なってきている。

・　自分の行動に自信をもつこ
とができるようになること。

・　周りのことを考え，友達と
仲良く活動することができる
ようになること。

・　自分のことは自分でやり遂
げることができるようになる
こと。

Ｃ

児

・　相手の気持ちを考えずに発
言することも多いが，事前に
相手の気持ちを確認できるよ
うに言葉掛けをすることで，
少しずつ相手の気持ちを考え
た発言ができるようになって
きた。

・　仲良く関わろうとするため，
交流学級での友達も多い。

・　緊張してしまうと，自分の
言いたいことが言えずに，黙っ
てしまうこともあるため，時
間を掛けて気持ちを引き出す
ことも必要である。

・　友達のことを考えて活動で
きるようになること。

・　自分で決めたことや約束は，
最後まで諦めずに取り組むこ
とができるようになること。

・　時間やきまりを守ることが
できるようになること。

Ｄ

児

・　周りに合わせて発言したり
行動したりすることが多いた
め，大人数の中で自分の意思
を伝えることが難しい。

・　特定の相手には，自分の気
持ちを言葉にすることができ
るようになってきた。

・　物静かであるが，友達や教
師に自分から話し掛けること
ができるようになってきた。

・　特定の友達とよく遊んでい
る。自分から進んで下学年の
面倒を見たり，優しく声を掛
けたりする姿がよく見られる。

・　見通しをもって取り組むこ
とができるようになること。

・　友達に優しく教えることが
できるようになること。

・　友達の話を最後まで聞くこ
とができるようになること。

Ｅ

児

・　自分の気持ちを友達に直接
伝えることができずに，教師
に主張してくることが多い。

・　時間を掛けて信頼関係を築
くことで，教師や友達と会話
をすることができる。

・　大勢で遊ぶことよりも特定
の友達と関わることが多い。
親しい相手には，自分から話
し掛けたり，冗談を言ったり
することができる。

・　大勢の輪に入って，学習し
たり行動したりすることがで
きるようになってきた。

・　自分に自信をもって行動する
ことができるようになること。

・　友達に自分の思いや気持ち
を伝えることができるように
なること。

・　自分のできることを，友達
や下学年に教えることができ
るようになること。

Ｆ

児

・　自分に都合が悪いことやし
たくないことがあると，ごま
かそうとして，思いと反する
ことを発言することがあるた
め，言葉掛けが必要である。

・　周りの意見を聞かず，自分
の意思を曲げずに主張し続け
るところもある。

・　物音を立てたり，同じこと
を繰り返したりするなど，意
図的に周りの気を引こうとす
ることがある。

・　人なつっこい性格であるが，
大勢の前だと緊張してしまうた
め，側での声掛けや支援をして
活動への意欲をつけている。

・　自分のことは自分でできる
ようになること。

・　自分から友達に関わること
ができるようになること。

・　友達と一緒に仲良く活動が
できるようになること。

Ｇ

児

・　うまくいかないことがある
と，大きな声を出したり，落
ち着かなくなったりすること
が多い。

・　自分の言いたいことが言葉
にならないことも多いが，気
持ちを落ち着かせることで，
言葉で伝えることができるよ
うになってきた。

・　人と関わりたいという気持
ちはあるが伝えるための方法
が分からずに行動してしまう
ことが多いため，トラブルに
つながってしまうこともある。

・　落ち着いて話をすることや言
葉掛けをすることで，納得いか
ない時に関係ない人や物に当た
ることが，少なくなってきた。

・　友達に優しく教えてあげる
ことができるようになること。

・　自分で決めたことは，最後
まで諦めずに取り組むことが
できるようになること。

・　友達と一緒に楽しく活動す
ることができるようになるこ
と。

４　指導に当たって
　⑴　「自分事の問い」をもつための手立ての充実【研究内容１】

・　これまでの頑張りが把握できる「のびるファイル」（「のびるカード」を綴ったもの）を活用す
ることで，子どもの実態や伸びに沿った「自分事の問い」を想定することができるようにする。
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・　各活動内容に合わせて作成した「のびるカード」（自己評価カード）を活用することで，力を
付けて欲しいポイントを示し，その中から個人のめあて ( 一人で「今日頑張ること」）を設定す
ることができるようにする。また，毎時間，学習の成果を記録していくことで，次時の個人のめ
あてをもつための参考となるようにする。

・　個人のめあて ( みんなで「今日頑張ること」) は，「教える」または「助け合う」のどちらかを
選択し，写真カードを黒板に明示することで，個人のめあてへの意識を高めることができるよう
にする。

　⑵　「自分事の問い」を解決につながる「学び合い」の設定【研究内容２】
・　「手と手カード」や「手と手ブック」を活用することで，意図的に子どもたち同士で話し合い，

教え合ったり，助け合ったりすることができるようにする。
・　自他のよさを見付け，伝え合ったり認め合ったりする場を設定することで，個人のめあて（「今

日頑張ること」）の達成につなげることができるようにする。
　⑶　自己の伸びを実感できる評価の在り方【研究内容３】

・　「のびるカード」（自己評価カード）での毎日の積み重ねをグラフ化した「のびるグラフ」を続
けていくことで，個人のめあて（「今日頑張ること」）の達成感やこれまでの頑張りを実感するこ
とができるようにする。また，友達に評価してもらった「ありがとうカード」で振り返ることで，
教え合ったり，助け合ったりできたことに，気付き，自信をもつことができるようにする。

５　指導計画（総時数70時間：２学期）

一次 教師と一緒に参加し，「朝の会」の流れや進め方を知る。

二次 教材・教具の習得とそれらを使用した発表の仕方を知る。

三次 習得したことを活用し，児童が役割を分担しながら朝の会を進行する。

指導のねらいと主な活動内容 指導の視点

毎時間の学習活動・内容は，日々同じ流れで行う。 子どもの意識

〜のびるカード〜１　個人のめあて（「今日頑張ること」）を決める。

　【指導のねらい】

　子ども一人一人が，自分の望ましい姿を目指し

て，朝の会に参加することができるようにする。

　〈活動内容〉※「のびるファイル」を活用

⑴　一人で「今日頑張ること」みんなで「今日頑張

ること」を決める。

⑵　「のびるカード」にめあてを記入する。

⑶　めあてを黒板に掲示する。

２　朝の会をする。

　⑴　始めのあいさつをする。

　　【指導のねらい】

　落ち着いて，気持ちよく朝の会を始めることが

できるようにする。

①　姿勢

（「ぺた・ちょこ・ぴん」）

②　声

③　礼　

④　表情

　⑵　朝のあいさつをする。

　　【指導のねらい】

　気持ちよいあいさつをし，明るい雰囲気を作る

ことができるようにする。

①　姿勢　

②　声の大きさ

③　礼　

④　表情

　⑶　朝の歌を歌う。

　　【指導のねらい】

　学級の明るい雰囲気を作ることができるように

する。

①　歌声をそろえて

②　指揮

③　口の大きさ　

④　言葉（歌詞）

⑤　友達と仲良く

　⑷　健康観察をする。

　　【指導のねらい】

　自分や友達の健康に興味・関心をもち，毎日元

気に過ごしたいという意識を育てることができる

ようにする。

①　手の挙げ方　

②　返事の仕方　

③　自分の健康状態

の発表の仕方

④　表情

　⑸　今日の天気を知る。

　　【指導のねらい】

　自分で見て予想し，調べることで一日の気象の

様子を知ることができるようにする。

①　外の様子の調べ

方

②　予想の立て方

　今日はどんなこと

を頑張ろうかな。

　今日は○○ができ

るように頑張るぞ。

家庭や交流学級との連携

目　　　標

【家　庭】

○　できたことや取り組

んでいる活動が家庭生

活の中でも生かされ，

実践することができ

る。

【交流学級】

○　友達と助け合うこと

ができる。

○　自分が気付いたこと

を伝えたり，教えてあ

げたりすることができ

る。



─ 68 ─

　⑹　今日の日付を読む。

　　【指導のねらい】

　全員で日付を読み，日付の読み方を確認できる

ようにする。

①　落ち着いて読む

こと

②　周りと声をそろ

えること

③　元気よく

　⑺　時間割を発表する。

　　【指導のねらい】

　一日の流れに見通しをもち，みんなの前で発表

できるようにする。

①　姿勢　

②　声の大きさ

③　はきはきと

④　聞く態度

　⑻　当番活動をする。

　　【指導のねらい】

　自分の役割を果たし，友達と協力して活動をす

ることで，教え合ったり，助け合ったりできるよ

うにする。

①　友達と仲良く活

動すること

②　教えること

③　助け合うこと

④　一生懸命活動す

ること

　⑼　ハッピータイムをする。

　　【指導のねらい】

　「見る」，「書く」，「描く」，「音楽」，「数に関する

活動」や，季節や行事に関連した内容を取り入れ，

特に身に付けてほしい力を個別で補充したり，全

員で活動したりすることで身に付けていくことが

できるようにする。

①　友達と楽しく活

動すること　

②　教えること

③　助け合うこと

④　時間を守ること

　⑽　振り返りをする。

　　【指導のねらい】

　振り返る時間を設定することで，自分のできた

ことや変容に気付くことができたり，友達のよさ

や頑張りを認めたりすることができるようにする。

ア　「のびるカード」に，個人のめあて（「今日が

んばること」）についてどうだったか，振り返る。

（◎，○，△のいずれかの印をつける。）

イ　プレゼントタイム（「ありがとうカード」を渡す。）

ウ　頑張りボードで活動全体を振り返る。

エ　教師の話を聞く。

　⑾　終わりのあいさつをする。

　　【指導のねらい】

　学習の成果を「のびるファイル」に記録し，子

どもが達成感や満足感，期待感をもって，一日を

スタートできるようにする。

※ハッピータイム（「学び合い」）の活動内容

　⑴　「見る」，「聞く」活動について

　　・絵本の読み聞かせ　・教育テレビ視聴　・童話の視聴

　⑵　「書く」活動について

　　・なぞり書き　・視写　・教科の学習補充

　⑶　「描く」活動について

　　・自画像　・コンクールへの作品制作　・スケッチブックでの描画（色えんぴつ，クレヨン，絵の具）　・手形アート

　⑷　「音楽」について

　　・手遊び歌　・音楽に合わせて歌う　・表現運動　・ピアノ伴奏　・リズムあそび

　⑸　「数に関する活動」について

　　・あわせていくつ。　・わけるといくつ。

　⑹　季節や行事に関連した活動について

　　〈例〉宿泊学習

　　・たたむタイムチャレンジ　・タオルのたたみ方　・食事の配膳パズル　・洗顔の仕方　・はみがきレッスン

　⑺　生活につながる活動について

　　・ぞうきんできれいきれい（こぼれたものをふく）　・片付けレース　・レッツ！皿洗い　・ぞうきんしぼり大会　

　　・たたむきょうそう〜いろいろな形〜（四角，おしぼりたたみ，三角）　・たたむきょうそう〜標準服〜　など

　自分で決めた頑張
ることはどうだった
かな。

　○○くんが教えて
くれたよ。ありがと
う。

　○○○ができて，
すごくうれしかった
な。

　○○さんと一緒に
できたから，頑張れ
たよ。

　また次もできるよ

うに頑張るぞ。

連　　携

【家　庭】

○　学級通信や連絡帳

で，成果や成長を共有

できるようにする。

○　連絡帳の「まいにち

のあしあと」に，その

日の頑張りを記録し，

子どもの頑張りを伝え

ることができるように

する。

○　家庭での様子やでき

たことへのコメント，

声掛けの協力をもら

い，子どもの自信や意

欲につなげられるよう

にする。

【交流学級】

○　交流学級連絡帳で伝

えたり，「のびるカー

ド」を定期的に見せた

りすることで，できる

ようになったことや成

長の様子を称賛しても

らえるようにする。

○　交流学級の友達に自

分の気持ちを伝えた

り，教えたりすること

ができるような場を設

定することで，子ども

同士が関わり合うこと

ができるようにする。
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６
　
本
　
　
　
時

　
⑴
　
全
体
目
標

　
　

友
達

に
教

え
た

り
，

助
け

合
っ

た
り

し
て

活
動

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

個 人 目 標

Ａ
児

教
師

と
一

緒
に

個
人

の
め

あ
て

（「
今

日
頑

張
る

こ
と

」）
を

考
え

，
友

達
や

教
師

と
一

緒
に

楽
し

く
活

動
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ｂ
児

自
分

が
で

き
る

こ
と

に
自

信
を

も
っ

て
取

り
組

ん
だ

り
，

友
達

に
優

し
く

教
え

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ｃ
児

友
達

の
こ

と
を

考
え

て
声

を
掛

け
た

り
，

友
達

と
一

緒
に

活
動

し
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ｄ
児

自
分

か
ら

進
ん

で
声

を
掛

け
て

，
教

え
た

り
，

一
緒

に
助

け
合

っ
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

Ｅ
児

自
分

の
や

る
べ

き
こ

と
だ

け
で

な
く

，
周

り
の

様
子

を
見

て
行

動
し

た
り

，
友

達
に

も
優

し
く

教
え

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ｆ
児

友
達

と
一

緒
に

助
け

合
う

こ
と

で
，

活
動

を
や

り
遂

げ
る

こ
と

が
で

き
る

。

Ｇ
児

自
分

の
や

る
べ

き
こ

と
は

責
任

を
も

っ
て

や
り

遂
げ

た
り

，
下

学
年

に
優

し
く

教
え

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

　
⑵
　
展
　
　
開
　
　
○
数
字
は
，「

自
分
事
の
問
い
」
に
対
す
る
し
か
け
（
①
教
材
・
教
具
　
②
発
問
　
③
場
　
④
連
携
）　

☆
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
留
意
点
　

過
程

（
分

）
主

　
な

　
学

　
習

　
活

　
動

子
　

ど
　

も
　

に
　

応
　

じ
　

た
　

具
　

体
　

的
　

な
　

手
　

立
　

て

１
　
個
人
の
め
あ
て
を
た
て
る
。

⑴
　

一
人

で
「

今
日

頑
張

る
こ

と
」

を
「

の
び

る
カ

ー
ド

」
に

書
く

。

⑵
　

み
ん

な
で

「
今

日
頑

張
る

こ
と

」
を

黒
板

に
明

示
す

る
。

２
　
朝
の
会
を
す
る
。

　
⑴

　
始

め
の

あ
い

さ
つ

を
す

る
。

　
⑵

　
朝

の
あ

い
さ

つ
を

す
る

。
　

⑶
　

朝
の

歌
を

歌
う

。
　

⑷
　

健
康

観
察

を
す

る
。

　
⑸

　
今

日
の

天
気

を
知

る
。

　
⑹

　
今

日
の

日
付

を
読

む
。

　
⑺

　
時

間
割

を
発

表
す

る
。

　
⑻

　
当

番
活

動
を

す
る

。【
「
学
び
合
い
」】

　
⑼

　
ハ

ッ
ピ

ー
タ

イ
ム

を
す

る
。【
「
学
び
合
い
」】

　
⑽

　
振

り
返

り
を

す
る

。（
プ

レ
ゼ

ン
ト

タ
イ

ム
）

　
　【

自
己
評
価
・
相
互
評
価
】

　
⑾

　
終

わ
り

の
あ

い
さ

つ
を

す
る

。

②
③

　「
今

日
は

特
に

何
を

頑
張

り
た

い
か

な
。」

「
み

ん
な

と
仲

良
く

朝
の

会
を

す
る

た
め

に
，「

教
え

る
」，「

助
け

合
う

」
の

ど
ち

ら
を

頑
張

り
た

い
か

な
。」

と
発

問
す

る
こ

と
で

，
個

人
の

め
あ

て
（

一
人

で
「

今
日

頑
張

る
こ

と
，

み
ん

な
で

「
今

日
頑

張
る

こ
と

」）
を

考
え

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

。

③
［

Ａ
児

］「
今

日
頑

張
る

こ
と

」
は

，
本

人
の

自
信

と
な

る
も

の
を

教
師

と
一

緒
に

考
え

る
こ

と
で

，
意

欲
的

に
活

動
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

。

④
　

こ
れ

ま
で

の
頑

張
り

が
分

か
る

「
の

び
る

フ
ァ

イ
ル

」
を

振
り

返
る

こ
と

で
，

活
動

へ
の

意
欲

を
高

め
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

①
　

個
人

の
め

あ
て

は
，

黒
板

に
明

示
す

る
こ

と
で

，
自

分
が

決
め

た
め

あ
て

を
最

後
ま

で
意

識
し

て
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

。

③
［

Ｃ
児

］　
周

り
の

子
ど

も
の

動
き

に
気

付
か

せ
る

こ
と

で
，

自
分

の
こ

と
だ

け
で

な
く

，
友

達
の

こ
と

も
考

え
ら

れ
る

よ
う

に
す

る
。

②
　「

今
日

は
ど

ん
な

あ
い

さ
つ

が
で

き
る

か
な

。」
「

ど
ん

な
歌

声
が

聞
け

る
か

な
。」

等
，

個
人

の
め

あ
て

に
沿

っ
た

発
問

を
す

る
こ

と
で

，「
今

日
頑

張

る
こ

と
」

に
気

を
付

け
て

活
動

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

☆
　

天
気

を
調

べ
る

際
に

は
，

電
子

黒
板

の
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

を
活

用
す

る
こ

と
で

，
情

報
を

全
体

で
共

有
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

。

②
［

E
児

］　
一

緒
に

す
る

こ
と

で
や

り
遂

げ
ら

れ
る

活
動

内
容

を
進

め
た

り
，

ペ
ア

（
グ

ル
ー

プ
）

を
設

定
し

た
り

す
る

こ
と

で
，

友
達

の
こ

と
を

考
え

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

。

③
［

G
児

］　
意

図
的

に
下

学
年

に
教

え
ら

れ
る

場
面

を
設

定
す

る
こ

と
で

，
友

達
と

関
わ

っ
て

活
動

し
た

り
，

下
学

年
に

教
え

た
り

す
る

こ
と

が
で

き

る
よ

う
に

す
る

。

②
　「

手
と
手
カ
ー
ド
」
を
活
用
す
る
こ
と
で
，
子
ど
も
同
士
の
話
し
合
い
を
基
に
，
活
動
す
る
人
数
や
活
動
内
容
を
決
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

③
［

D
・

F
児

］　
活

動
が

終
わ

っ
て

い
な

い
友

達
や

困
っ

て
い

る
友

達
に

気
付

か
せ

る
こ

と
で

，
友

達
に

進
ん

で
声

を
掛

け
，

一
緒

に
活

動
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
ま

た
，

一
緒

に
活

動
す

る
こ

と
で

や
り

遂
げ

ら
れ

る
，

子
ど

も
や

活
動

内
容

を
進

め
る

こ
と

で
，

各
活

動
に

最
後

ま
で

取
り

組

む
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

。

②
　「

○
○

く
ん

が
一

緒
に

し
て

く
れ

て
助

か
っ

た
よ

。
あ

り
が

と
う

。」
「

助
け

合
っ

て
上

手
に

で
き

た
ね

。」
「

○
○

さ
ん

に
教

え
て

も
ら

え
て

よ
か

っ
た

ね
。」

等
の

言
葉

掛
け

を
す

る
こ

と
で

，
教

え
た

い
気

持
ち

や
助

け
合

っ
て

活
動

す
る

気
持

ち
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

。

①
　
当
番
活
動
を
す
る
際
に
は
，
活
動
の
順
序
や
そ
の
活
動
が
で
き
た
か
を
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
「
手
と
手
ブ
ッ
ク
」
を
活
用
す
る
こ
と
で
，
一
つ
一
つ
の

活
動
に
見
通
し
を
も
っ
た
り
，
活
動
の
ゴ
ー
ル
を
明
確
に
把
握
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

②
［

Ｂ
児

］
友

達
に

教
え

る
こ

と
が

で
き

た
こ

と
に

気
付

か
せ

る
こ

と
で

，
自

分
の

取
り

組
み

に
自

信
を

も
っ

て
活

動
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

。

②
　
ハ
ッ
ピ
ー
タ
イ
ム
で
は
，
共
通
の
課
題
を
設
定
す
る
こ
と
で
，
子
ど
も
同
士
で
教
え
合
っ
た
り
，
助
け
合
っ
た
り
し
て
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

①
　

頑
張

り
ボ

ー
ド

で
，

活
動

し
た

こ
と

や
評

価
し

た
こ

と
を

振
り

返
る

こ
と

で
，

自
分

や
友

達
の

頑
張

り
を

認
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

。

②
　

プ
レ

ゼ
ン

ト
タ

イ
ム

で
は

，「
あ

り
が

と
う

カ
ー

ド
」

を
お

互
い

に
渡

し
合

う
こ

と
で

，
友

達
が

教
え

て
く

れ
た

こ
と

や
一

緒
に

活
動

し
て

く
れ

た

こ
と

の
よ

さ
に

気
付

く
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

。

④
　

で
き

た
こ

と
や

成
果

を
称

賛
す

る
こ

と
で

，
家

庭
や

交
流

学
級

で
も

「
や

っ
て

み
た

い
」

と
い

う
意

欲
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

。

つ か む ・ 見 通 す
（

1
0
）

活 動 す る
（

2
3
）

振 り 返 る
（

1
2
）

　
困

っ
て

い
た

ら
教

え
て

あ
げ

た
い

な
。

　
今

日
は

，
朝

の
歌

を
頑

張
り

た
い

な
。

　
み

ん
な

と
声

を
揃

え
て

歌
う

ぞ
。

　
○

○
く

ん
。

て
い

ね
い

に
教

え
て

く
れ

て
，

あ
り

が
と

う
。

　
み

ん
な

と
声

を
揃

え
て

歌
え

て
う

れ
し

か
っ

た
。

　
ぼ

く
は

こ
う

す

る
と

で
き

た
よ

。

　
○

○
く

ん
み

た
い

に
や

っ
て

み
た

い
。

　「
上

手
だ

な
。」
「

い
い

な
。」

と
思

っ
た

と
こ

ろ

は
，

友
達

に
聞

い
た

り
，

教
え

て
も

ら
っ

た
り

し

て
，
み
ん
な
で
頑
張
っ
て
み
よ
う
。
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